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６ 災害について 

（１）災害が将来的に発生する可能性について 

問 49．あなたは、現在お住まいの地域において、次の災害が将来的に発生する可能性に

ついてどのように考えていますか。（それぞれ１つだけに〇印） 

［①大規模な洪水災害］ 

大規模な洪水災害が将来的に発生する可能性に対する考え（図 3.6.1）は、「いつ発生してもお

かしくないと思う」の割合が 32.7％と最も高く、次いで「ほとんど発生する可能性はないと思う」

の割合が 32.3％、「いつかは発生する可能性はあるが、しばらくは発生しないと思う」の割合が

24.2％となっています。 

性別（表 3.6.1）にみると、女性では「いつ発生してもおかしくないと思う」が最も高くなっ

ています。一方、男性では「ほとんど発生する可能性はないと思う」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、30 歳代以上で年齢層が上がるにつれ「いつ発生してもおかしくないと思う」

の割合が減少傾向となっています。 

居住地域別にみると、ＪＲ以南地域で「いつ発生してもおかしくないと思う」の割合が最も高

くなっています。一方、千里ニュータウン・万博・阪大地域で「ほとんど発生する可能性はない

と思う」が最も高くなっています。 

 

図 3.6.1 大規模な洪水災害が将来的に発生する可能性に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,176 32.7 9.1 24.2 32.3 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつ発生してもおかしくないと思う

今後10年以内に発生する可能性があると思う

いつかは発生する可能性はあるが、しばらくは発生しないと思う

ほとんど発生する可能性はないと思う

無回答
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表 3.6.1 大規模な洪水災害が将来的に発生する可能性に対する考え(性別・年齢別・居住地域別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
思
う 

今
後
10
年
以
内
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う 

い
つ
か
は
発
生
す
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
し
ば
ら
く

は
発
生
し
な
い
と
思
う 

ほ
と
ん
ど
発
生
す
る
可
能

性
は
な
い
と
思
う 

無
回
答 

全  体 1,176 32.7 9.1 24.2 32.3 1.7 

性
別 

女性 663 33.5 7.2 25.0 32.3 2.0 

男性 502 31.9 11.2 23.1 32.7 1.2 

その他 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 

無回答 9 11.1 33.3 22.2 22.2 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 37.0 15.7 19.4 23.1 4.6 

30 歳代 158 44.3 11.4 22.8 20.9 0.6 

40 歳代 223 33.2 8.5 26.5 31.8 0.0 

50 歳代 214 33.2 9.3 25.7 31.3 0.5 

60 歳代 182 31.3 8.8 18.1 40.7 1.1 

70 歳以上 281 25.3 5.7 27.8 37.7 3.6 

無回答 10 10.0 10.0 30.0 40.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 46.5 7.1 32.3 14.1 0.0 

片山・岸部 161 37.9 9.9 23.6 26.1 2.5 

豊津・江坂・南吹田 221 46.2 13.1 24.4 13.6 2.7 

千里山・佐井寺 210 30.5 7.6 23.3 38.1 0.5 

山田・千里丘 248 25.8 8.9 25.0 38.7 1.6 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 20.0 7.1 20.4 50.7 1.8 

無回答 12 16.7 8.3 33.3 33.3 8.3 
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［②大規模な地震災害］ 

大規模な地震災害が将来的に発生する可能性に対する考え（図 3.6.2）は、「いつ発生してもお

かしくないと思う」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「いつかは発生する可能性はあるが、し

ばらくは発生しないと思う」の割合が 13.8％、「今後 10 年以内に発生する可能性があると思う」

の割合が 12.2％となっています。 

性別（表 3.6.2）にみると、女性・男性ともに「いつ発生してもおかしくないと思う」が最も

高くなっていますが、その割合は女性の方が 7.2 ポイント高くなっています。 

年齢別にみると、全年齢層で「いつ発生してもおかしくないと思う」が最も高くなっています

が、30 歳代以上で年齢層が上がるにつれ「いつ発生してもおかしくないと思う」の割合が減少傾

向となっています。 

居住地域別にみると、全地域で「いつ発生してもおかしくないと思う」が最も高くなっていま

す。 

 

図 3.6.2 大規模な地震災害が将来的に発生する可能性に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,176 71.2 12.2 13.8 1.4 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつ発生してもおかしくないと思う

今後10年以内に発生する可能性があると思う

いつかは発生する可能性はあるが、しばらくは発生しないと思う

ほとんど発生する可能性はないと思う

無回答
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表 3.6.2 大規模な地震災害が将来的に発生する可能性に対する考え(性別・年齢別・居住地域別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
思
う 

今
後
10
年
以
内
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う 

い
つ
か
は
発
生
す
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
し
ば
ら
く

は
発
生
し
な
い
と
思
う 

ほ
と
ん
ど
発
生
す
る
可
能

性
は
な
い
と
思
う 

無
回
答 

全  体 1,176 71.2 12.2 13.8 1.4 1.5 

性
別 

女性 663 74.5 10.9 12.2 0.9 1.5 

男性 502 67.3 13.5 15.7 2.0 1.4 

その他 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 9 44.4 22.2 22.2 0.0 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 72.2 15.7 4.6 2.8 4.6 

30 歳代 158 77.2 12.7 9.5 0.0 0.6 

40 歳代 223 77.1 10.3 11.7 0.9 0.0 

50 歳代 214 73.8 13.1 11.7 0.9 0.5 

60 歳代 182 71.4 12.1 14.3 1.6 0.5 

70 歳以上 281 61.6 11.4 22.1 1.8 3.2 

無回答 10 40.0 10.0 30.0 10.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 69.7 11.1 17.2 2.0 0.0 

片山・岸部 161 71.4 14.3 11.2 1.2 1.9 

豊津・江坂・南吹田 221 73.8 10.4 12.7 0.9 2.3 

千里山・佐井寺 210 69.0 12.9 15.7 1.9 0.5 

山田・千里丘 248 71.8 12.9 12.9 0.8 1.6 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 71.1 11.6 14.2 1.3 1.8 

無回答 12 58.3 8.3 16.7 8.3 8.3 

 

 

  



 

203 

（２）防災に関して得たい知識や情報 

問 50．あなたは、災害に備えるためにどのような防災に関する知識や情報を得たいです

か。（いくつでも〇印） 

防災に関して得たい知識や情報（図 3.6.3）は、「災害が発生した時にやるべきこと」の割合が

59.9％と最も高く、次いで「自宅に近い避難所と避難所までの経路」の割合が 50.2％、「パソコ

ンやスマートフォンを使った災害や避難の情報取得方法」の割合が 43.2％となっています。 

性別（表 3.6.3）にみると、女性・男性ともに「災害が発生した時にやるべきこと」の割合が

最も高くなっていますが、その割合は女性の方が 7.7 ポイント高くなっています。 

年齢別にみると、30 歳未満で「自宅に近い避難所と避難所までの経路」が、40 歳代で「災害が

発生した時にやるべきこと」が高くなっています。 

居住地域別にみると、全地域で「災害が発生した時にやるべきこと」が最も高くなっています。

また、ＪＲ以南地域で「自宅に近い避難所と避難所までの経路」が高くなっています。 

 

図 3.6.3 防災に関して得たい知識や情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,176 ％

災害が発生した時にやるべきこと

自宅に近い避難所と避難所までの
経路

パソコンやスマートフォンを使った災害
や避難の情報取得方法

警戒レベルや避難指示の発令基準

浸水被害が発生した時の水の深さ

洪水や地震などの災害発生のしくみ

特にない

無回答

59.9

50.2

43.2

31.1

21.0

17.3

7.3

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

令和４年度調査

（回答者数 = 1,176）

［複数選択］ 
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表 3.6.3 防災に関して得たい知識や情報(性別・年齢別・居住地域別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

洪
水
や
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
の 

し
く
み 

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
時
の
水
の 

深
さ 

警
戒
レ
ベ
ル
や
避
難
指
示
の
発
令 

基
準 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
た
災
害
や
避
難
の
情
報
取
得
方
法 

自
宅
に
近
い
避
難
所
と
避
難
所
ま
で

の
経
路 

災
害
が
発
生
し
た
時
に
や
る
べ
き 

こ
と 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1,176 17.3 21.0 31.1 43.2 50.2 59.9 7.3 1.3 

性
別 

女性 663 16.7 22.0 34.8 43.0 50.8 63.3 6.6 1.1 

男性 502 17.9 19.5 26.1 43.2 49.2 55.6 8.2 1.4 

その他 2 100.0 50.0 50.0 100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 

無回答 9 11.1 22.2 33.3 44.4 55.6 44.4 11.1 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 16.7 19.4 25.0 54.6 58.3 54.6 5.6 3.7 

30 歳代 158 19.6 33.5 29.7 54.4 48.7 63.3 4.4 0.0 

40 歳代 223 15.7 23.8 29.6 52.0 47.1 70.4 4.9 0.0 

50 歳代 214 20.1 20.1 31.3 46.7 47.2 63.1 5.6 0.5 

60 歳代 182 14.8 20.9 29.1 43.4 47.8 59.3 8.8 0.5 

70 歳以上 281 17.4 13.2 36.7 22.8 54.1 49.8 11.7 2.8 

無回答 10 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 10.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 21.2 33.3 32.3 42.4 54.5 54.5 4.0 0.0 

片山・岸部 161 18.6 23.6 32.3 38.5 49.1 57.1 11.8 1.2 

豊津・江坂・南吹田 221 17.6 25.3 28.1 40.7 52.9 58.4 7.7 2.3 

千里山・佐井寺 210 16.7 18.6 29.0 44.3 51.0 61.9 8.6 0.5 

山田・千里丘 248 16.5 16.9 31.0 47.2 46.4 60.9 7.3 1.6 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 16.4 16.4 34.7 44.9 49.8 63.1 3.6 0.9 

無回答 12 8.3 16.7 33.3 25.0 50.0 58.3 16.7 8.3 
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（３）災害発生時、身を守るために大切だと思う内容 

問 51．あなたは、災害が発生した際に自身や家族の身を守るためには、次の中でどれが

大切であると考えていますか。（ もあてはまるものに１つだけ〇印） 

災害発生時、身を守るために大切だと思う内容（図 3.6.4）は、「自分で自分の身を守るために

必要な備えや適切な避難行動をとること（自助）」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「近隣の

住民同士などで協力して救助や物資の確保などを行うこと（共助）」の割合が 14.8％、「行政など

が救助や避難者の支援を行うこと（公助）」の割合が 12.8％となっています。 

性別（表 3.6.4）にみると、女性・男性ともに「自分で自分の身を守るために必要な備えや適

切な避難行動をとること（自助）」の割合が最も高くなっています。 

年齢別にみると、全年齢層で「自分で自分の身を守るために必要な備えや適切な避難行動をと

ること（自助）」の割合が最も高く、30 歳代で 78.5％と最も高くなっています。 

居住地域別にみると、全地域で「自分で自分の身を守るために必要な備えや適切な避難行動を

とること（自助）」の割合が最も高くなっています。 

 

図 3.6.4 災害発生時、身を守るために大切だと思う内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,176 69.8 14.8 12.8 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で自分の身を守るために必要な備えや適切な避難行動をとること（自助）

近隣の住民同士などで協力して救助や物資の確保などを行うこと（共助）

行政などが救助や避難者の支援を行うこと（公助）

無回答
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表 3.6.4 災害発生時、身を守るために大切だと思う内容(性別・年齢別・居住地域別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
必
要
な
備
え
や
適
切
な
避
難

行
動
を
と
る
こ
と
（
自
助
） 

近
隣
の
住
民
同
士
な
ど
で
協
力

し
て
救
助
や
物
資
の
確
保
な
ど

を
行
う
こ
と
（
共
助
） 

行
政
な
ど
が
救
助
や
避
難
者
の

支
援
を
行
う
こ
と
（
公
助
） 

無
回
答 

全  体 1,176 69.8 14.8 12.8 2.6 

性
別 

女性 663 70.1 14.3 13.0 2.6 

男性 502 69.3 15.3 12.9 2.4 

その他 2 50.0 50.0 0.0 0.0 

無回答 9 77.8 11.1 0.0 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 64.8 13.0 17.6 4.6 

30 歳代 158 78.5 12.0 8.9 0.6 

40 歳代 223 73.5 11.2 14.3 0.9 

50 歳代 214 73.4 12.6 11.7 2.3 

60 歳代 182 68.7 16.5 12.1 2.7 

70 歳以上 281 61.9 20.3 13.7 3.7 

無回答 10 70.0 20.0 0.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 66.7 19.2 13.1 1.0 

片山・岸部 161 67.7 13.0 16.8 2.5 

豊津・江坂・南吹田 221 71.0 14.5 11.8 2.7 

千里山・佐井寺 210 69.5 14.3 12.4 3.8 

山田・千里丘 248 71.4 15.3 10.5 2.8 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 69.8 14.7 14.2 1.3 

無回答 12 75.0 8.3 8.3 8.3 
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（４）個別避難計画の認知度 

問 52．災害時に避難支援が必要な在宅の方向けの個別避難計画の作成が令和３年の災害

対策基本法の改正により、市町村に努力義務化されたことを知っていますか。 

（１つだけ〇印） 

個別避難計画の認知度（図 3.6.5）は、「知らない」の割合が 72.3％と最も高く、次いで「詳し

くは知らないが、聞いたことがある」の割合が 21.3％となっています。 

性別（表 3.6.5）にみると、女性・男性ともに「知らない」の割合が最も高くなっています。 

年齢別にみると、全年齢層で「知らない」の割合が最も高く、30 歳代で 84.2％と最も高くなっ

ています。一方で、回答者数が 281 人と最も多い 70 歳以上で「知っている」、「詳しくは知らな

いが、聞いたことがある」を合わせた割合が 42.0％となっています。 

居住地域別にみると、全地域で「知らない」の割合が最も高くなっています。 

家族構成別にみると、全ての家族構成で「知らない」の割合が最も高くなっています。 

 

図 3.6.5 個別避難計画についての認知度 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 詳しくは知らないが、聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

　 1,176 5.1 21.3 72.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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表 3.6.5 個別避難計画についての認知度(性別・年齢別・居住地域別・家族構成別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

知
っ
て
い
る 

詳
し
く
は
知
ら
な
い

が
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,176 5.1 21.3 72.3 1.4 

性
別 

女性 663 5.7 20.5 72.4 1.4 

男性 502 4.2 22.1 72.5 1.2 

その他 2 0.0 0.0 100.0 0.0 

無回答 9 11.1 33.3 44.4 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 8.3 19.4 68.5 3.7 

30 歳代 158 1.3 14.6 84.2 0.0 

40 歳代 223 4.5 15.7 79.8 0.0 

50 歳代 214 4.2 17.8 77.6 0.5 

60 歳代 182 2.2 20.9 76.4 0.5 

70 歳以上 281 8.9 33.1 54.8 3.2 

無回答 10 10.0 20.0 60.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 5.1 29.3 64.6 1.0 

片山・岸部 161 5.0 19.3 74.5 1.2 

豊津・江坂・南吹田 221 2.7 23.1 71.5 2.7 

千里山・佐井寺 210 6.7 19.0 74.3 0.0 

山田・千里丘 248 6.0 20.6 71.8 1.6 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 4.9 20.4 73.8 0.9 

無回答 12 8.3 16.7 66.7 8.3 

家
族
構
成
別 

15 歳未満の親族がいる世帯 270 3.3 14.1 82.6 0.0 

うち、12 歳未満の親族がいる世帯 222 2.3 14.4 83.3 0.0 

うち、６歳未満の親族がいる世帯 127 2.4 17.3 80.3 0.0 

15 歳未満の親族がいない世帯 854 5.7 23.1 69.6 1.6 

65 歳以上の親族がいる世帯 324 7.1 25.9 65.1 1.9 

うち、75 歳以上の親族がいる世帯 159 10.1 28.9 58.5 2.5 

うち、85 歳以上の親族がいる世帯 41 7.3 29.3 61.0 2.4 

65 歳以上の親族がいない世帯 800 4.4 18.9 75.8 1.0 

無回答 52 3.8 28.8 63.5 3.8 
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（５）福祉避難所の認知度 

問 53．小学校などの避難所以外に、災害時に配慮が必要な方向けに、市が指定した福祉

避難所があることを知っていますか。（１つだけ〇印） 

福祉避難所の認知度（図 3.6.6）は、「知らない」の割合が 70.7％と最も高く、次いで「詳しく

は知らないが、聞いたことがある」の割合が 17.8％、「知っている」の割合が 10.3％となってい

ます。 

性別（表 3.6.6）にみると、女性・男性ともに「知らない」の割合が最も高くなっています。 

年齢別にみると、全年齢層で「知らない」が最も高くなっています。一方で、回答者数が 281

人と最も多い 70 歳以上で「知っている」、「詳しくは知らないが、聞いたことがある」を合わせた

割合が 38.1％となっています。 

居住地域別にみると、全地域で「知らない」の割合が最も高くなっています。 

家族構成別にみると、全ての家族構成で「知らない」の割合が最も高くなっています。 

 

図 3.6.6 福祉避難所の認知度 
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表 3.6.6 福祉避難所の認知度(性別・年齢別・居住地域別・家族構成別) 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

知
っ
て
い
る 

詳
し
く
は
知
ら
な
い

が
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,176 10.3 17.8 70.7 1.2 

性
別 

女性 663 8.1 17.5 73.3 1.1 

男性 502 13.1 17.7 67.9 1.2 

その他 2 0.0 0.0 100.0 0.0 

無回答 9 11.1 44.4 33.3 11.1 

年
齢
別 

30 歳未満 108 14.8 18.5 63.0 3.7 

30 歳代 158 12.0 15.8 72.2 0.0 

40 歳代 223 7.6 13.0 79.4 0.0 

50 歳代 214 7.0 15.4 77.1 0.5 

60 歳代 182 8.2 16.5 74.7 0.5 

70 歳以上 281 13.5 24.6 59.4 2.5 

無回答 10 10.0 30.0 50.0 10.0 

居
住
地
域
別 

ＪＲ以南 99 7.1 19.2 73.7 0.0 

片山・岸部 161 9.3 13.7 75.8 1.2 

豊津・江坂・南吹田 221 9.5 17.2 71.5 1.8 

千里山・佐井寺 210 12.9 16.7 70.5 0.0 

山田・千里丘 248 10.5 15.7 71.8 2.0 

千里ＮＴ・万博・阪大 225 10.2 23.6 65.3 0.9 

無回答 12 16.7 25.0 50.0 8.3 

家
族
構
成
別 

15 歳未満の親族がいる世帯 270 9.3 13.0 77.8 0.0 

うち、12 歳未満の親族がいる世帯 222 8.6 13.1 78.4 0.0 

うち、６歳未満の親族がいる世帯 127 10.2 15.0 74.8 0.0 

15 歳未満の親族がいない世帯 854 10.5 19.2 68.9 1.4 

65 歳以上の親族がいる世帯 324 11.1 20.7 67.0 1.2 

うち、75 歳以上の親族がいる世帯 159 9.4 20.8 67.9 1.9 

うち、85 歳以上の親族がいる世帯 41 14.6 22.0 63.4 0.0 

65 歳以上の親族がいない世帯 800 9.9 16.5 72.6 1.0 

無回答 52 11.5 19.2 65.4 3.8 

  




